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要 　　　約

本研究は長期入院の統合失調症患者における知的機能の特徴を知ること，および知的機能と社会生

活障害の関連を知ることを目的とした．対象者は
�名であった．知的機能はウエクスラー成人知能検
査改訂版（�����）で評定し，社会生活障害は精神科リハビリテーション行動評価尺度（�����）
で評定した．その結果，社会生活障害は重度であったにもかかわらず，知的機能は比較的良好に保た
れていた．知的機能と社会生活障害の間には有意な相関があった．また，集団作業療法参加者と不参
加者を比較すると，前者の方が知能機能と社会生活能力は良好であった．開放病棟入院患者と閉鎖病
棟入院患者を比較すると，前者の方が社会生活障害は重度であったが，知的機能に有意差はなかった．

は じ め に

現在，長期間にわたって精神科に入院している患
者の多くは統合失調症患者である．彼らは，病院で
の生活が長年続き地域社会との交流が不足してい
るため，社会生活障害は重度になっていく．ここで
述べる社会生活とは「食事」，「整容」，「入浴」など
基本的な日常生活活動から「買い物」，「公共交通機
関の利用」など社会との関わりが必要なものまで
含む．以前，精神科リハビリテーション行動評価尺

度（�������������� ���������� �� ���� ��� �� �!；
�������）を用い，統合失調症長期入院患者の社会
生活障害を評価したところ，社会生活障害は重度な
者が多かった．特に社会的な関わりが必要な項目で
ある「社会的活動性」や「社会生活の技能」がより
重度に障害され，日常必要とされている「セルフケ
ア」の項目は比較的，障害が軽度であった ��．これ
ら長期間入院し，重度の社会生活障害を有する統合
失調症患者の知的機能はどの程度なのか，また，社

会生活障害の程度と知的機能の程度に関係があるの
か疑問が生じた．
知能検査には，統合失調症の臨床研究に利用される

ことの多い�����（�"�#��! ����� �������$��"�

�"��������#��：日本版は�%%	年に標準化��）を用

いた．本検査は，同年齢集団の中での個人の知能水
準の位置を知りうる知能指数（�&）が算出でき，言
語性 �&，動作性 �&，全検査 �&に分けて算出でき
る．統合失調症の�����所見の特徴については
�"�#��!��以来，言語性検査の成績が動作性検査よ
りも良く，言語性検査では一般的知識と単語問題が
高く，一般的理解が低く，動作性検査では積木問題
が高く，絵画完成が低いことが指摘されている����．
先行研究として，統合失調症患者に対し�����

を用いた研究はいくつかある�����が，入院期間が
平均�	年以上という長期入院患者を対象とした研究
は少ない．また，�����によって評定された社会生
活障害の程度と�����の �&およびの下位尺度と
の検討はない．そこで，本研究では，長期入院の統
合失調症患者を対象に行なった�����所見の特
徴を報告すること及び �����によって評定された
社会生活障害の程度と�����の �&および下位尺
度との関連を検討することにした．

対 象

対象は
	'床の単科精神病院に�	年以上入院して
いる患者のうち，精神症状が安定している統合失調
症患者
�名であった．対象者には研究への参加の同
意を得た．この病院では以前から病棟単位で，週 �
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回，�回当たり �時間程度，絵画，書道，手工芸，軽
体操などの集団作業療法が実施されていた．参加患
者数は開放病棟では�(名程度，閉鎖病棟では��名程
度，作業療法士数は �名であった．本研究の対象者

は，集団作業療法に従来から自主的に参加していた
者から�'名（�群とする），時々見学を行うのみで
参加していなかった者から�'名（�群とする）を所
属病棟・男女別に �名ずつになるよう無作為に抽出
した．女性の閉鎖病棟はなかったため，女性は開放
病棟の者のみであった．�，�群の群分けは，集団
作業療法への参加状況について 
ヶ月間の筆者の観
察と過去 �年間の作業療法記録から行った．対象者
の属性を表 �に示す．群間の年齢，入院期間に有意

差はなかった（分散分析，)�	�	�）．また，開放病
棟入院患者（� �群，� �群，� �群，� �群）と閉
鎖病棟入院患者（� 
群，� 
群）の年齢と入院期間
にも有意差はなかった（ �検定，)�	�	�）．

表 � 対象者の属性
数値：平均値±標準偏差値

方 法

対象者全例に第一筆者が�����および �����

を行った．
�����の実施時間は約 �時間と長く，統合失調

症患者では，長時間の検査に抵抗を示す場合があっ
た．そのため，「知識」，「理解」，「算数」，「類似」，

「数唱」，「単語」の言語性検査と「符号」，「絵画完
成」，「積木」，「絵画配列」，「組合せ」の動作性検査
を同日に行なわず，後日行なった対象者が
�名中 '

名いた．言語性検査および動作性検査の下位尺度評
価点の点数幅は 	��%点，言語性 �&，動作性 �&，
全検査 �&の値は�	��*	の範囲である．全検査 �&

値で�	%�%	点は「平均」，'%�'	点は「平均の下」，
(%�(	点は「境界線」，�%点以下は「精神遅滞」とさ
れている．

�����の評定項目は，「逸脱行動」と「全般的行
動」の �種類で構成され，「逸脱行動」には失禁，暴
力，自傷，性的問題行動，無断離院，怒声・暴言，独
語・空笑の (つの小項目がある．「全般的行動」は
「社会的活動性」，「ことばのわかりやすさ」，「セルフ
ケア」，「社会生活の技能」という *つの中項目から

成り，さらに，それぞれの中項目は �� �つの小項
目から構成されている．評定はマニュアルに従って，
対象者の �週間の行動を観察して行う．「逸脱行動」
は，それぞれの小項目を頻度により 
段階（なし+ 	

点，�回+ �点，�回以上+ �点）で評定するので
点数幅は 	��*点になる．「全般的行動」は，それぞ
れの小項目を普通の人を基準にしてどの程度障害さ
れているかを直線上で評価した後，スコアシートを
当てて�	段階（普通+ 	点�最も障害が重い+ %点）
に点数化する．小項目は全部で��項目あるので全般
的行動合計点の幅は 	��**点になる．全般的行動
合計点で 	�*	点が社会生活可能なレベル，*���*
点が中等度困難なレベル，����**点が著しく困難

なレベルとされている．なお，中項目の点数は，各
中項目に含まれる小項目点数の平均値で示した．
分析は，����� 評定結果の項目間比較には

��"�,��検定を行い，群間比較については-����

�����.検定を行った．�����と�����の評定
結果の関連については �)��!/��相関係数を求め
た．統計学的有意水準は )�	�	�とした．

結 果

�．������

表 �に下位尺度の評価点平均値と標準偏差値，知
能指数（�&）の平均値と標準偏差値および範囲を示
した．言語性 �&が動作性 �&よりも有意に高値で
あった（ )+	�			）．全検査 �&では，�	%�%	点（平
均）が (名，'%�'	点（平均の下）が �名，(%�(	
点（境界線）が�
名，�%点以下（精神遅滞）が�	名
であった．

表 � ������結果
数値：下位尺度 　評価点平均値±標準偏差値
　　　　�	 　平均値±標準偏差値
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　（�）項目間比較

言語性検査下位尺度では，「知識」は他の �つの言
語性下位尺度よりも有意に高値であり，「単語」は
「知識」を除き，すべての言語性下位尺度よりも有意

に高値であった．「理解」，「算数」は他の言語性下位
尺度よりも有意に低値であった．動作性下位尺度で
は，「積木」は他の *つの動作性下位尺度よりも有意
に高値であり，「符号」，「絵画完成」は他の動作性下
位尺度よりも有意に低値であった．
　（�）群間比較

　　��集団作業療法への参加状況による比較（表 	）

�群と�群の比較では，すべての下位尺度と言語性
�&，動作性�&，全検査�&が�群で有意に高値であ

った．さらに，� �群と� �群の比較では，「絵画完成」
と「絵画配列」が� �群で有意に高値であった．� �群
と � �群の比較では，「知識」，「単語」，「組合せ」が

� �群で有意に高値であった．� 
群と � 
群の比
較では，「理解」，「算数」，「絵画完成」，言語性 �&，動
作性 �&，全検査 �&が � 
群で有意に高値であった．
　　��所属病棟による比較（表 
）

この比較には男性患者のみを用いた．開放病棟入
院患者（� �群0� �群）と閉鎖病棟入院患者（� 


群0� 
群）の比較では，有意差のある項目はなかっ
た．さらに，� �群と � 
群の比較，� �群と � 


群の比較でも有意差のある項目はなかった．
�．����

表 �に「逸脱行動」，「全般的行動合計点」，*つの
中項目および小項目の平均値と標準偏差値および範
囲を示した．「全般的行動合計点」は，	�*	点の社

会生活可能なレベルが �名，*���*点の中等度困難
なレベルが (名，����**点の著しく困難なレベル
が�(名であった．

表 
 集団作業療法への参加状況による比較
数値：下位尺度 　評価点平均値±標準偏差値

�	 　平均値±標準偏差値

�：������

表 � 所属病棟による比較
数値：下位尺度 　評価点平均値±標準偏差値

�	 　平均値±標準偏差値
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　（�）群間比較

　　��集団作業療法への参加状況による比較

�群と �群の比較（表 � � �）では，中項目の「社
会的活動性」と「ことばのわかりやすさ」が �群で

有意に高値であった．さらに，� �群と � �群の比
較（表 � � �）では，「全般的行動合計点」，中項目の

表 � ����評定結果

表 � � � 集団作業療法への参加状況による比較
数値：平均値±標準偏差値

�：������

表 � � � 集団作業療法への参加状況による比較
数値：平均値±標準偏差値

�：������
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「ことばのわかりやすさ」と「セルフケア」が � �群
で有意に高値であった．� �群と � �群の比較（表
� � �）では，「全般的行動合計点」，中項目の「社会
的活動性」が � �群で有意に高値であった．� 
群

と � 
群の比較（表 � � �）では，中項目の「社会生
活の技能」が � 
群で有意に高値であった．
　　��所属病棟による比較（表 �）

この比較には男性患者のみを用いた．開放病棟入院
患者（� �群0� �群）と閉鎖病棟入院患者（� 
群0

� 
群）の比較では，「逸脱行動」，「全般的行動合計
点」，*つの中項目が閉鎖病棟入院患者（� 
群0� 


群）で有意に高値であった．さらに，� �群と � 


群の比較，� �群と � 
群の比較でも「全般的行動合

計点」，*つの中項目が閉鎖病棟入院患者（� 
群，
� 
群）で有意に高値であり，� �群と � 
群の比較
では，「逸脱行動」が � 
群で有意に高値であった．
	．������と ����の関連

�����全検査 �&と �����全般的行動合計点
の関連を表 'に示した．�� + ����
�，) + 	�	�%で
両者に有意な関連があった．対象者の中で全検査 �&

は'	点以上と「平均の下」以上であるが，社会生活
は「著しく困難なレベル」である者が �名おり，内
訳は � 
群が *名，� �群が �名であった．この �

名に共通なことは集団作業療法に積極的に参加し，
目立つ存在で他患者や看護者などによく話しかけ会
話の量が多かった．また，自由な時間も何らかの活

表 � 所属病棟による比較
数値：平均値±標準偏差値

�：������

表 � ������全検査 �	と ����全般的行動合計点の関連
数値：人数
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動（読書や日記）を行なっていた．
次に，�����の各下位尺度の評価点および言

語性 �&，動作性 �&，全検査 �&と �����の「逸脱
行動」，「全般的行動合計点」，*つの中項目との相

関係数を算出し表 % � �および表 % � �に示した．動
作性 �&よりも言語性 �&で有意な負の相関のあっ
た項目が多かった．相関の程度は弱い�中等度で
あった．「知識」，「単語」は「全般的行動合計点」，
*つの中項目と有意な負の相関があり最も多い．次
に多いのは「算数」，「類似」，「組合せ」で「全般的
行動合計点」，中項目の「社会的活動性」，「ことばの
わかりやすさ」に有意な負の相関があった．また，
言語性 �&，動作性 �&，全検査 �&いずれも「全般

的行動合計点」，中項目の「社会的活動性」，「こと
ばのわかりやすさ」に有意な負の相関があった．逆に，

表 � � � ������と ����逸脱行動，全般的行動合計
点の関連
数値：�������相関係数

��：������，�：������

社会生活障害の程度を評定する �����からみると，
「逸脱行動」では相関はなかったが，「全般的行動合
計点」は「知識」，「算数」，「類似」，「単語」，「組合
せ」，言語性 �&，動作性 �&，全検査 �&に有意な負

の相関があった．中項目では，「社会的活動性」は
「符号」を除くすべての下位尺度と言語性 �&，動作
性 �&，全検査 �&に有意な負の相関があり，「こと
ばのわかりやすさ」は「理解」，「符号」，「積木」を
除くすべての下位尺度と言語性 �&，動作性 �&，全
検査 �&に有意な負の相関があった．「セルフケア」
と「社会生活の技能」は「知識」と「単語」に有意
な負の相関があった．

．������と年齢および入院期間の関連

�����の各下位尺度の評価点および言語性 �&，
動作性 �&，全検査 �&と年齢および入院期間との相
関係数を算出し表�	に示した．年齢は「数唱」，「類
似」を除く，すべての下位尺度と有意な負の相関があっ

表�� ������と年齢および入院期間の関連
数値：�������相関係数

��：������，�：������

表 � � � ������と ����中項目の関連
数値：�������相関係数

��：������，�：������
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た．入院期間は「組合せ」と有意な負の相関があっ
た．しかし，それらの相関の程度は弱いものがほと
んどであった．言語性 �&，動作性 �&，全検査 �&は
年齢および入院期間いずれとも相関がなかった．

考 察

本研究は，長期入院の統合失調症患者を対象に
�����所見の特徴，�����によって評定された
社会生活障害の程度と�����の �&および下位尺
度との関連を検討することを目的とした．その結果，
言語性 �&は動作性 �&よりも有意に高く，下位尺度
では「知識」，「積木」が高く，「理解」，「算数」，「符
号」，「絵画完成」が低いという傾向は，�"�#��!��，
秋谷��，伊藤	�，����!��と同様であった．また，

全検査 �&平均値は(����%�(点，�%点以下（精神遅
滞）は�	名で全体の�(�'1であった．植月ら ���が統
合失調症患者'�名（男性**名，女性
(名，平均年齢

��'�%��歳，罹病期間(�'�(�	年）を対象に行なっ
た研究では全検査 �&平均値は'�����'��点であっ
た．本研究の対象者は入院期間が平均
	���'�
年と
長期入院患者であり，長年，社会と切り離された環
境で過ごしていたため，�����点数は低いのでは
ないかと考えていたが，結果は，長期入院にもかか

わらず，比較的良好に知的機能が保たれていた．こ
れは，「統合失調症の記憶，見当識，知能などは本
質的に損なわれない」���といわれていることを裏付
けている．一方で，�����の「全般的行動合計点」
では社会生活が著しく困難なレベルが�(名おり，社
会生活障害は重度な者が多かった．これは，�����
評定項目に「社会的活動性」，「社会生活の技能」と
いった他者や社会との関わりが必要な項目が多く含
まれており，長期入院による影響をうけやすいため
と思われる．

群間比較では，集団作業療法に参加している �群
の方が参加していない �群より�����点数が高
く，�����点数が低かった．これにより，集団作業
療法に参加している対象者の方が，知的機能が保た
れ社会生活障害が軽度であることがわかった．本研
究結果から，集団作業療法に参加しているから知的
機能が保たれ且つ社会生活障害が軽度なのか，知的
機能が保たれ且つ社会生活障害が軽度であるから集
団作業療法に参加しているのかの判別は難しいが，

集団作業療法に参加している �群の方が�����

点数が高かったことは集団作業療法に限らず，何ら
かの活動を行なうことで知的機能はある程度保たれ
る可能性があることを示唆している．対象者の中で
社会生活障害は重度であるが知的機能が「平均の下」
以上の者が �名おり，内訳は �
群 *名，��群 �名

であった．彼らは集団作業療法に積極的に参加し，
集団作業療法以外にも読書，日記を書くなどを行な
い，自由な時間を有効に使っていた．そのため，知
的機能が保たれていたのではないかと考える．一方

で，社会生活障害が重度（高い �����点数）であっ
た理由を考えると，閉鎖病棟入院患者の � 
群 *名
は環境の問題が大きいと思われた．開放病棟入院患
者の � �群 �名は外出などを行なうよりも病院内で
編み物やちぎり絵などの手工芸を一人で行なうこと
を趣味とし，他者との交流が少ないためと考える．
開放病棟入院患者と閉鎖病棟入院患者の比較につ

いて，青柳ら ���が統合失調症患者�*名（男性��名，
女性 �名）を対象に�����を行なった研究では，

閉鎖病棟という実社会から隔たれ，保護された生活
空間で過ごしている患者は，開放病棟あるいは様々
な問題を抱えながらも実社会に生活している患者に
比べ，実際的な判断能力の面で低下を来し，言語性
知能および全体的知能の面で低下していくと述べ
ている．しかし，本研究では開放病棟入院患者と閉
鎖病棟入院患者間で�����に有意差のある項目
はなかった．開放病棟入院患者に比べ閉鎖病棟入院
患者の方が�����点数が低いのではないかと考

えていたが，本研究の対象者は開放や閉鎖といった
病棟環境の影響を受けていなかった．一方，�����
の「逸脱行動」，「全般的行動合計点」，*つの中項
目は閉鎖病棟入院患者で有意に高かった．これは
�����の評定項目が「社会的活動性」，「社会生活の
技能」など病棟環境による影響を受けやすいのに対
し，�����は知的機能を評定するものであり環境
による影響を受けにくいためと考える．
�����と �����項目との関連では，「逸脱行

動」には相関がみられなかった．これは，本研究の
対象者は統合失調症の陰性症状が主である長期入院
患者であったためと思われる．一方，「全般的行動合
計点」には相関のある項目が多くみられた．また，
�����全検査 �&と �����全般的行動合計点の
間にも有意な関連があった．これにより，知的機能
が保たれていると社会生活障害が軽度であることが
示された．本研究結果から知的機能が保たれている
と社会生活障害が軽度なのか，社会生活障害が軽度

であるから知的機能が保たれているのかの判断は難
しいが，知的機能と社会生活能力は互いに関連し影
響を受けていると考える．
また，�����と �����中項目との関連では，

「社会的活動性」と「ことばのわかりやすさ」に相関
のある項目が多く，「セルフケア」と「社会生活の
技能」には少なかった．これは「社会的活動性」と
「ことばのわかりやすさ」は他者との交流や会話な
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ど対人関係を必要とする項目が多く，「セルフケア」
は整容など本人だけでも可能な項目であることが影
響していると思われた．「社会生活の技能」も「社会
的活動性」や「ことばのわかりやすさ」と同様に対

人関係を必要とする項目であるが，小項目が「金銭
管理」と「施設・機関の利用」の �項目となってい
る．本研究では「施設・機関の利用」が対象者全員
%点（最高点）であった．そのため，�����と相
関のある項目が少なかったのではないかと考える．
次に，�����と年齢および入院期間の関連で

は，�����下位尺度と年齢との相関は多かった
が，入院期間とは少なかった．これにより，今回の
ような年齢，入院期間の対象者の場合には知的機能

は加齢により低下していくが，入院期間には影響さ
れにくいことが示唆された．

お わ り に

本研究は，長期入院の統合失調症患者における知
的機能および社会生活障害の程度と互いの関連を検
討することを目的とした．その結果，知的機能は比

較的良好に保たれていたが，社会生活障害は重度で
あった．知的機能と社会生活障害の関連では，知的
機能が保たれていると社会生活障害が軽度であるこ
とが示された．また，集団作業療法に参加している
対象者の方が，知的機能が保たれ社会生活障害が軽
度であった．これにより，何らかの活動を行なうこ
とで知的機能はある程度保たれる可能性があること
を示唆している．

この研究は，平成��年度川崎医療福祉大学プロジェクト

研究費の助成を受けて行われた
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